
ウィルあいち交流ネッ

ト参加グループ 

 ウィルあいち交流ネット  

とは… 

 

 ウィルあいちセミナー等

の受講修了生による自主

活動グループで組織され

た団体です。 

  *さわらび会  

  *メンズリブ名古屋 

  *女性学”98の会 

  *メディアの会かたつむり 

  *ウィル１０ 

  *グループ・キートス  

  *２０００女性学の会 

  *ウィル２０００ 

 *Ｉ．Ｗ．Ｌ 

 *ウィル・ミニ・ボックス 

 *ウィルＤｏ2002 

 *平成いちご会 

 *きらら2005 

 *サーティネット‘０５  

 *ベリーズ18 

 *Ｓｔｅｐ０７ 

 *トライアングル‘０８ 

 *Fem.'０９ 

 *Amelie’10 

 *なでしこAICHI 

 *ＡＩＣ25 

 *ウィルウィル14 

 *ひかるよ‘15 

 *カクラ・カクラ‘16 

 *そだね2017 

（設立順） 
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 志野光子さんが外務省に入省されたのが1987年、日本が女子差別撤廃条約を批准した2年後と

記述されておりましたが、まさにその1年前は、名古屋で第1回目の女性会議が開催された年になりま

す。その会議の詳細はわかりませんが、巡り巡って2020年、愛知で再び女性会議が行われようとしてい

ます。 

1986年、私自身はトヨタ系に努めるパートナーの海外勤務に家族として同帯していたおり、第三子

をバンコクで出産し、これから子育てに全力をという人生を歩んでおりました。 

 岡崎高校卒業第25回生の我々の時代は、まだまだ、女性活躍の考えは浸透しておらず、校内に良

妻賢母を掲げていた頃です。同期の多くは兎に角結婚し、子供を育てることが一番の使命と言い聞かさ

れ、教育の場にいらした先生方も、言いたくても言えない時代背景でした。ですから、10年後とはいえ、

ロールモデルの少ない時代に、女性活躍のさきがけを歩まれた人生に、羨ましさと、潔さを感じ、志野さん

のお話しを伺いたいと思いました。 

 また、生活のあらゆる出来事においても、既成概念に捕らわれない選択をされてきた生き方に感銘を

受けたためです。たまたま、バンコクに駐在していた私は、ある時バングラディッシュの女性の手芸と出会い

ました。アメリカの団体の協力で仕上げられた刺繍の作品でした。その頃の私は、その作品がなぜその地

で作られるようになったのかなど考えずに、この作品は日本ではとても手に入らない珍しい物だからとか、

開発途上国の発展の為だからとか説明を受け、数点を購入させてもらいました。今回、志野さんの文章

の中で、なぜそうした手芸の作品を手掛けていくことが彼女たちに必要なのかを教えてもらいはっとしまし

た。私は今まで、自分の人生で出会った出来事に注意も払わずに、ただ通り過ぎてきてしまった事をとて

も残念に思いました。私たちは、母親の役目さえ全うできれば、他の事は重要ではないとの思い込みが

あったように思います。 

 現在、3人の娘たちは、其々に一般企業に就職し、自分の人生をどう生きるのかを考えながら前を向

いて生活しております。男女共同参画を進める私たちは、多くの先輩方が切り拓いてくださった様々な選

択肢を、また日本国内の偏見やすりこみを乗り越えて進めていらした道を、次の世代に伝えていけるよ

う、まだまだ継続して社会に働きかけていかなければなりません。 

 ジェンダーギャップ指数の順位の改善は、日本にとって時間のかかる課題のように思えます。しかし、東

北の被災時に、手を差し伸べて下さった世界の百以上の国々からの視線が、いつも日本に注がれてい

ることを感じて、女性達は歩みを進めなければならないはずです。 

その視線の根源には、これまで志野さんと同じように外交に携わってくださった方々の、たゆまない努力と

国の支援が実を結んでいるということを、私たちは忘れてはならないと今回確信いたしました。 

 私が、志野さんのお話を会報で読み、私たちがこれまで歩んできた事業の方向性を再認識することに

繋がるでしょうし、今後も、我々の子供やまたその子供達の、未来への道しるべとなるに違いないと信じて

止みません。 

                                Amelie’10   杉本浩子 

志野光子氏の講演記録を読んで 
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[編集後記］年々ものすごいスピードで時が過ぎていきます。後悔しないよう一

日一日大事にすごしたいですね。             Ｓ．Ｉ  

 

   

内閣府男女共同参画局より 


